
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   技術的条件集別表 ３．１ 
 

ＭＴＰ仕様（信号用ＡＴＭインタフェース） 
 

 

 

 

 

 

 

 







 技別３．１－３ 

5.1.2.1 ＨＥＣ規定 

 ＨＥＣ規定を表５.１、表５.２に示す。 

表 5.1  ＨＥＣ送信側規定 

項目 内容 



 



 技別３．１－５ 

状態遷移図を図５.３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 受信側状態遷移図 

 

 

5.1.2.3  スクランブラ動作 







 技別３．１－８ 
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V5 







 技別３．１－１１ 





 技別３．１－１３ 

6.2.3 故障管理機能 

 

6.2.3.1 ＡＩＳ/ＲＤＩ故障管理機能 

 本インタフェースでは、エンドエンドＦ４フローにおける故障表示機能を使用する。 

 

6.2.3.1.1 ＶＰ-ＡＩＳ機能概要 

 ＶＰ-ＡＩＳセルは、ＶＰレ�



 技別３．１－１４ 

 

 

 

 

6.2.3.1.3 故障管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

















ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  技別３．１－２２

６３．５を参照）。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽多重化されたＡＡＬコネクションは、単一のＡＴＭレイヤコネクションと関連づけてもよく、この場合Ａ







ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  





ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  技別３．１－２７

10.2.2 メッセージモードサービスにおけるＣＰＣＳ送信部の手順  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

10.2.3 受信側におけるＣＰＣＳの状態変数 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

10.2.4 受信側におけるＣＰＣＳの手順 

以下の手順は、誤りを含むデータを受信側ＣＰＣＳユーザに配信しない場合の、ＣＰＣＳ受信部の手順を

示したものである。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽誤りデータ配信オプションは付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｉ３６３．５で定義する。△ 

 ＣＰＣＳ受信部は以下のパラメータを持っている。 

 Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ 

 

 このパラメータはＣＰＣＳユーザへ配信されるＳＤＵの最大サイズのオクテット数を示している。受信側

では、このパラメータの値は配信される前のそれぞれのＣＰＣＳ－ＳＤＵ長と比較される。Ｍａｘ＿ＳＤＵ

＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈよりも長いＣＰＣＳ－ＳＤＵはいずれも廃棄され、そのイベントはレイヤ







ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－３０ 

ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 広帯域ＩＳＤＮ ＡＡＬサービス依存コネクション型プロトコル （ＳＳＣＯＰ） 

 

１．序 文 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 

 

２．参 照 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 

 

３．ＮＴＴ－Ｑ２１１０で刺訣れてい潔略語と用語  【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 

 

４．概 説 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  

 

 

５．ＳＳＣＯＰの機能 

 ＳＳＣＯＰは、次の機能を実現ｈ潔。 

 

 ａ．転送順序保証 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 ｂ．選択再送によｉエラー訂正 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  

 ｃ．フロー制御 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  
 ｄ．レイヤマネージメントへのエラー通知 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 ｅ．キープアライブ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  
 ｆ．ローカルデータ回収 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】 

 ｇ．コネクション制御 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  

 

    ｈ．ユーザデータ転送 

    この機能は、ＳＳＣＯＰユーザ間でのユーザデータの伝送に刺用されｉ。ＳＳＣＯＰは、▼確認

形のデータの伝送をサポートｈ潔。▲ 

   【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異な潔】 

 ｉ．プロトコルエラー検出と回復 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  

 ｊ．状態通知 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠ｈ潔】  
 

 

６．レイヤ間通信のための構成要素 

 この節では、ＳＳＣＯＰ～ＳＳＣＦ間の信号シーケンスのための、信号と状態遷移図を定 この節で、ＳＳＣＦはＰ（Ａ







ＮＴＴ－Ｑ２１１０  





















ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－４３ 

▼

図２０－２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

SSCOP信号パラメータのデフォルト値
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 SSCOP での SDL 図説明を簡単にするために、SDL 図では SSCOP での表示信号と確認信号の変
数にデフォルト値を仮定する。SDL 図の中で特にことわらない場合は、表示信号と確認信号の変
数についてはここに示す“PDU.フィールド”の形で記述されるデフォルト値を持つものとする。 
 
注：パラメータ(Source)と、









ＮＴＴ－Ｑ２１１０  



ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－４８ 





ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－５０ 

付属資料 Ａ マネージメントエラー表示 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

 

付属資料 Ｂ プロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式（ＮＴＴ－Ｑ２１１０に対する） 

 

Ｂ．１ 概 説 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

 

Ｂ．２ 略号および特殊シンボル 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

Ｂ．３ ＰＩＣＳ様式を完成させるための指示 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

  

Ｂ．４ 適合性の全体的な宣言 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

  

Ｂ．５ ＳＳＣＯＰ（ＮＴＴ－Ｑ２１１０）  
 

B.5.1 プロトコル能力（Ｐ



ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－５１ 

     

PC6 ユーザが起動する再同期手

順をＩＵＴがサポートして

いるか？ 

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿ 









ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－５５ 

説明 

Ｕ  バッファ／キューは状態への遷移時点で無条件に空である。 

Ｃ  バッファ／キューは条件付きで、すなわち“Clear-buffers＝ＮＯ”のとき状態への遷移時点で空で

ある。 

Ａ  状態８または９からの遷移で、かつ“Clear-buffers＝ＮＯ”（データは続いて送信される）でない

場合、バッファは状態への遷移時点で無条件に解放される。 

Ｄ  もし“Clear-buffers＝ＮＯ”ならば、バッファの内容は許容できるシーケンス番号の抜けを伴って

配信され、もし“Clear-buffers＝ＹＥＳ”ならばバッファは状態への遷移時点で解放される。 

Ｒ  データ転送状態変数は状態への遷移時点でリセットされる。 

Ｙ  データ回収可能 

 

（注１）データは状態１０の“データ転送可能”の時のみ再送キューに挿入できる。このバッファは他の

いずれの状態への遷移でも無条件に解放されるので、デフォルトでの状態１０への遷移の際は空















ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６２ 

７．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとレイヤ３間の境界の定義 

 

7.1 プリミティブ 

 ＮＮＩ上のＳＡＡＬユーザをサポートするために必要なプリミティブを表１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示

す。これらのプリミティブ名は、ＭＴＰレベル２とＭＴＰレベル３との間でやり取りされるメッセージ名と

同じである。 

 

▼ 

表１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＡＡＬとＭＴＰ－３の間のプリミティブ 





ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６４ 

7.2 状態遷移図 

 ＳＡＡＬユーザから見たＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図を図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。 

 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＡＡＬユーザからみたＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

８．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の境界の定義 

 

8.1 ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号レパートリー 

 ＮＮＩでのＳＳＣＦを詳細に記述するために、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号を定義しなければならない。



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６５ 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６６ 

のＭＵパラメータには、受信したＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドの内容が含まれる。 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】 

▽ＡＡ－ユニットデータ－表示信号内のＭＵパラメータの内容は廃棄される。△ 

ＡＡ－回収－表示信号内のＭＵパラメータには、まだ出力を終えていない送信キューかあるいは送

信バッファから、ＳＳＣＦに回収のために返されるメッセージユニットが含まれる。ＭＵは１オク

テットの整数倍である。 

 「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータは、コネクション制御の間に可変

長のユーザ間メッセージえＳＳＣＯＰ－Ｕ�は、長ゑわ㏄は１ク

クテットの整数倍である�





ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６８ 

▼ 

表５／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

パラメータおよびタイマのデフォルト値 

 

リンク速度とデフォルト値 (Mbit/s) 



















ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－７７ 

データ転送 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－７８ 

▼ 

 

 





ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８０ 







ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８３ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（５／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（６／２０ ～ １５／２０）  【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

ローカル輻輳
解除 

MAAL-解放 
-要求 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８４ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１６／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（１７／２０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 
AA-再同期











ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－８９ 

 （注）ＮＴＴ－Ｉ３６３．５で定義されたレイヤマネジメ�

�





ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－９１ 









ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－９５ 

▼T 





ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－９７ 

9.2 





ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－９９ 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
 ビット 

   オクテット 

MSB  ＰＲＩ  LSB 未使用 １ 

MSB サブ・サービスフィールド LSB MSB  サービス表示      LSB 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１００ 

 ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ ビット 

  オクテット 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０１ 

 

1.1 はじめに 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.2 ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用いるＭＴＰ－３の機能構成 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０に、ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用いるＭＴＰ－３の機能構成を示す。 

この機能構成では、様々な機能ブロックが、１信号リンク、１信号リンクセット、或はＭＴＰ－３全体との関係で

果たすべき機能により存在する。また、付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０は、ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用

いるＭＴＰ－３の個々の機能ブロック とＭＴＰ－３が、上位レイヤ、下位レイヤ及び管理システムの境界で相互作

用するプリミティブとの関係を示している。下位境界では、信号リンクとＡＡＬ－コネクション間でアソシエ+x-x-x鏝ﾈ





ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０３ 

 

  ▼ 

                            AAL-BSNT回収-要求 
                                     AAL-回収要求_FSNC-要求 
                                     AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ-表示 
                                     AAL-回収完了-表示 
                                     AAL-BSNT-確認 
    AAL-停止-要求                            AAL-BSNT回収不可能-確認 
   AAL-アウトオブサービス-表示    アウトオブサービス     AAL-緊急-要求 
                             １          AAL-緊急解除-要求 
 
       AAL-停止-要求               AAL-開始-要求 
       AAL-アウトオブサービス-表示           
                     
                        初期設定 
                           ２ 
                                     AAL-緊急-要求 
          AAL-インサービス-表示              AAL-緊急解除-要求 
                                    AAL-リンク輻輳-表示 
 
                        インサービス     
                           ３ 
                                       AAL-送信メッセージ-要求 
                                     AAL-受信メッセージ-表示 
                                     AAL-リンク輻輳-表示 

                                                       

（注）この状態遷移図における「インサービス」状態はＮＮＩ上のＳＳＣＦに関係する。 

 

付図１－３／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

 

ＭＴ‾〈ンサービ提供灼護動作�}ぶ希袋見上差分う帳する。 佇仮溘２の護訴図主な差分�示係る。 （図ｍ検序ｲ�ｱ�




